定例記者会見発言録


日　　時：令和７年10月30日（月）14時00分～
場　　所：伊達市役所東棟４階　401・402会議室
出　　席：市長、副市長、教育長、総務部長、未来政策部長、財務部長、市民生活部長
産業部長、こども未来課長
報道機関：福島民報社、福島民友新聞社
発表項目：市長から下記の内容について、別紙資料により説明
資料１　令和７年度伊達市青少年育成推進大会を開催
資料２　令和７年度やながわふる里の秋まつりを開催
資料３　「あぶＱフェスティバル　～来てくだ祭（さい）2025～」を開催
資料４　編み物で彩る「ヤーンボミングイベント」を開催
資料５　多文化交流イベント（霊山登山ツアー）の参加者募集
資料６　若手職員の自由な発想による施策提案

《質疑応答》----------------------------------------------------------------

編み物で彩る「ヤーンボミングイベント」を開催
記　者　今回のイベントには、伊達市以外に県外からもニットの生地などを募集しているとのことですが、現時点でも募集を受け付けているのでしょうか。
市　長　８月から募集を開始しており、その編地が1,200枚集まっているところです。現在も届いており、これから編地を繋げていくという作業を開始することになっております。

記　者　集めた編地はボランティアの方々がつなぎ合わせていくということですが、それは、伊達市内にお住いの方々が行うのか。県ニット工業組合の有志の方々で作成されるのでしょうか。
産業部長　県ニット工業組合で、８月から福島市内などでワークショップ等を開催しており、その参加された方々がこのモチーフを編んだり、それからつなぎ合わせたりしております。伊達市の方に限って行っているわけではありません。

記　者　関連イベントの伊達市物産展が同時開催されるが、開催時間を教えてください。
産業部長　伊達市物産展は、22日の10時から14時、チンチン電車広場で開催します。


記者会見以外の質問
熊による人的、物的被害への対応について
記　者　県内外で熊の被害が相次いでいますが、熊の被害対策やイベントの中止などを検討しているのでしょうか。
市　長　熊への対応ですが、令和７年度の目撃情報としては７件ありました。ただ、これは熊らしきものであり、熊だと断定されたものではありません。
　　　　しかしながら、いざというときに対応できるようにするため、市民の皆様には、クマと遭遇した場合にはこういう行動をとってくださいとか、クマらしき動物を目撃し、通報いただいた場合には、警察や猟友会の皆さんに周辺のパトロールを行うこととしています。
現在、各地で熊の被害の報道が多くなっていますので、伊達市でも細心の注意を払って、市民の安全を守っていきたいと考えています。
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